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心
職
に
は
、
右
心
一房
〓左
心
房
・

右
心
室
Ｆ
〓
心
室
の
４
つ
の
部
屋

が
あ
り
ま
す
。
心
房
経
動
は
、
こ

の
う
ち
の
左
右
曇
心ヽ
一房
が
、
霧
一し

く
震
え
る
こ
と
で
起
こ
る
不
整
訴

の
一
種
で
す
。
脈
拍
が
乱
れ
て
速

、く
な
る
た
め
、
強
い
動
悸
と
羹
の

不
快
感
を
覚
え
ま
・す
。

加
齢
と
と
も
に
起
こ
り
や
す
く

な
り
、
国
内
の
憲
者
数
は
艶
万
人

をヽ
超
え
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。高

血
麗
録
・・・糖
履
病
軽
量
響

心
房
細
動
を
放
っ
て
お
く
≧
心

置
の
ポ
ン
プ
機
能
が
低
下
し
、
心

不
全
に
な
る
ほ
か
、
心
房
に
で
き

た
血
詮

（血
管
内
に
で
き
る
血
の

塊
）
が
議
の
血
管
に
流
れ
込
ん
で

脳
梗
塞
を
起
こ
し
、
半
身
不
随
や

寝
た
き
手
の
原
因
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
心
房
組
動
は
、
心
筋
梗
塞

な
ど
の
心
臓
の
病
気
の
ほ
か
、
高

血
圧
や
精
尿
病
に
合
併
し
て
発
症

す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

検
萱
≧
治
療
逮

診
断
や
治
療
方
法
の
決
定
に

は
、
心
電
図
や
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
、
心
エ
コ
ー
検
査
な
ど
が
必

要
で
す
。

ま
た
治
療
に
は
、
再
発
を
予
防

す
る
抗
不
整
脈
薬
剤
や
、
心
房
継

書
の
心
拍
数
を
菫
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
薬
、
脳
梗
寒
一を
予
防
す
る
た
め
・

の
主
液
を
固
ま
り
に
く
く
す
る
薬

（ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
）
を
使
い
ま
す
。

段再
理
で
は
、
ワ
ー
■
ノ́
ァ
リ
一ン
に
（代

わ
る
新
し
い
薬
が
薫
発
さ
え
て
い

る
ほ
か
、
血
管
業
に
カ
テ
ー
テ
ル

と
い
う
細
い
管
一を
入
れ
て
一行
Ｌ
ノ治

霧
も
急
速
に
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま

一歩
。　　　　　　　・

匿
ご
ろ
動
悸
を
一感
じ
る
人
や
、

鐘
診
で
不
整
脈
を
指
摘
さ
れ
た
人

は
、
お
近
く
の
循
環
器
内
科
の
医

師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（黍
戸
事
医
師
会
）


